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『阪大音楽学報』書式の原則
『阪大音楽学報』編集事務局
Ⅰ．投稿論文の基本構成

投稿論文は論文と要旨から構成される。それぞれ次の通りとする。
論文

　和文タイトル　－副題－

　著者氏名（和文）

　論文本体

　参考文献・引用文献・その他楽譜・録音・映像資料等のリスト
　注
要旨

　欧文タイトル　－副題－
　著者氏名（欧文）

　要旨

Ⅱ．参考文献、引用文献、楽譜・録音・映像等資料について
論文を執筆するために使用した文献や資料は、「参考文献・資料」として巻末にまとめて掲載する。
Ⅲ．書式
論文の書式は著者に一任するが、日本音楽学会の「書式の原則」（日本音楽学会のホームページで閲覧することができる）の方式に準じたものが望ましい。ただし注に関しては雑誌全体の統一を優先し、次の通りとする。
１．参考文献、引用文献、楽譜・録音・映像等資料を引用・参照する場合

注の中で参考文献を示す場合は、引用箇所の直後に丸括弧を設け、その中に引用文献の著者名、刊行年、当該ページを記入する。
２．それ以外の場合

注記の番号のみを当該箇所の直後に赤で記載、あるいは赤丸で囲み、注記の文章は「参考文献・資料」の後にまとめて掲載する（※注記は版下作成時に一括して脚注方式に変換されます）。 

［例］
「……環境変化によって常に変動し、また騒音信号も常に定常的とは限らない」。16 

Ⅳ．その他

１．イタリック体は下線で代用することもできる。

２．用字用語

用字用語に関しては原則として当用漢字・現代仮名遣いとするが、人名や専門用語等、特に必要な場合は例外を認める。数字はアラビア数字を使用する。ただし、慣用語、固有名詞、度量的意味の薄いものには漢数字を使用する。
※本書式は論文本文が日本語横書きで執筆される場合を想定して作成しました。それ以外の場合は別途お問い合わせ下さい。
※書式の詳細に関しては、リチャードＪ．ウィンジェル『音楽の文章術』付録B－8（文献対照注の作り方）が参考になります。
